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 先週末発表された強い雇用統計の結果でドル高の動きとなっています。 

株価が強い動きとなっているため先週はリスクオンの動きでクロス円も上昇してきました。

米国の利上げや金融引き締めが来年以降弱まるとの見方が株を支えているようです。 

ＦＲＢの金融引き締めに対して、市場はかなり楽観的に見ているような感じです。 

台湾情勢も心配なので、悪材料で一気に今のリスクオン的な相場の雰囲気が変わる可能性

にも注意したいです。 

株が高値圏にあるため大きく下げてくるとクロス円も下落するリスクがありそうです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１３５円まで戻してきましたが１３５円台は抵抗が多く、１３６円あたりで頭

打ちとなると再度１３０円方向への下落リスクがあります。 

１３６円を超えてくると１４０円トライの可能性がでてきます。 

１３２－１３６円程度のレンジを想定しながら取引したいです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も先週は上昇しました。このままどこまで戻せるかがポイントです。 

テクニカルで見ると日足の抵抗に近づいてきているペアも多く、上値余地は限定的でしょ

うか。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では６月貿易収支、７月景気ウオッチャー調査などがあります。 

米国では７月消費者物価指数、７月月次財政収支、７月卸売物価指数、前週分新規失業保

険申請件数、８月ミシガン大学消費者信頼感指数などの発表があります。 

欧州ではドイツで７月消費者物価指数、ユーロ圏で６月鉱工業生産などがあります。 

ほかには、英国で４－６月期ＧＤＰ（速報値）、６月ＧＤＰの発表などがあります。 


